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薬の正しい服用について　35 ハイター（漂白剤）について

10ｍｌ10ｍｌ
5ｍｌ

（奈良県作成一部抜粋）

消化器内科医長
平成とうや病院
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※5％次亜塩素酸ナトリウムを使用

0.1％（1,000ppm）

便や嘔吐物が付着した床・衣類・トイレ

500ml のペットボトル（水）

500ml のペットボトル（水）

10ml×約 5％/500ml　＝　約0.1％ 5ml×約 5％/500ml　＝　約0.05％

0.02％（200ml）

トイレの便座やドアノブ手すり・床など

2Lのペットボトル（水）

キャップ2杯（原液） キャップ2杯（原液）

10ml×約 5％/2,000ml　＝　約0.02％

キャップ1杯（原液）

《つけ置き用》

この言葉（ハイター）は（株）花王さんがドイツ語の晴れた ・澄んだの heiter（ハイター）から漂白するという意味で商品名

として使用したそうですが、病院でも漂白や消毒のことを｢ハイターする｣と日常的に使っています。

最近はノロウイルスの話がテレビで取り上げられて、 ハイター（漂白剤）が家庭における病原菌対策の消毒剤として知ら

れていますがハイターには 2種類あることはご存知でしょうか？

それは塩素系の次亜塩素酸ナトリウム（NaClO）（アルカリ性の還元作用で色素分解）と、 酸素系の過酸化水素（H2O2）

（弱酸性で酸化作用による色素分解）を用いた商品です。

2 種類とも酸化還元の過程で殺菌効果を発揮するのですが、病原体には酸に強いものと弱いものがあり、ノロウィルスは

前者であるために、酸素系の過酸化水素の一般的な濃度では消毒はできません。

ハイターには酸性のものとまぜると塩素ガスを発生するので危険と記載があります。嘔吐物には 「胃酸」 が含まれている

ので、ハイター（塩素系）で処理すると塩素ガスが発生しますので換気等ご用心ください。

上記の 500ppm（0.05%）液は判りにくいので簡単な消毒液の作り方を下記に記載します。

※市販されている次亜塩素酸ナトリウム（ハイター・ブリーチなど）は５％の商品が多いようですが3%や10%のものもありますので必ずご確認ください。

過酸化水素、界面活性剤（ポリオキシ

エチレンアルキルエーテル）　※粉末

タイプ主成分は過炭酸ナトリウム等。

次亜塩素酸ナトリウム、水酸化ナトリ

ウム

色柄衣料の漂白には使用できます。

酸に弱い細菌には有効ですがノロウイルスには効果が

ありません。

B型肝炎ウィルスや芽包菌では1000ppm(0.1%) 以上の濃度

が必要ですが、病原菌のほとんどは500ppm（0.05%）で十分

です。　金属腐食と色物衣料の脱色あり。　必要最低限の濃度で

調整が重要。

商品例

ワイドハイター
（酸素系）

成分 消毒としての効果

衣
料
用
漂
白
剤 ハイター

（塩素系）

《汚染時清掃用》 《環境整備用》

500ml 500ml2L

0.05％（500ppm）

花王、ハイター出典：フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』
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